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ス トリー トチル ドレンの救援活動に献身する

ベ トナムの青年たちにご支援を !

私たち「ベトナム子供基金」が協力している青葉奨学会は貧しいながら頑張つて学校に

通い、一所懸命勉強をしている子供たちを対象にしています。ストリートテル ドレンと呼

ばれる路上生活をしている子供たちはそのような言わば通常の社会から無理矢理押し出さ

れてしまった子供たちです。この子供たちが日々置かれている状況について、そして彼ら

を何とか救おうとして献身的に活動しているしているベトナムの青年たちの組織「タオダ

ン」 (大勢の子供たちが集まるホーチミン市中央部の公園の名前。彼らの活動はここから

始まった)について、昨年末の子供基金運営委員会で、タオダンを取材した 2人のジャー

ナリスト、加藤隆子さんと土井敏邦さん (本基金運営委員)と にお話を伺いました。そし

てそのお話に基づいて討論し、ベトナム子供基金運営委員会はタオダンを支援することを

決めました。今まで受けていたイギリスのNGOか らの支援を断たれて、苦境に陥ってい

るタオダンにとりあえず 1年間の活動資金を提供したいということです。

しかし、子供基金はベトナムの子供たちに対する奨学金および教育環境の整備を目的と

して、グエン・ ドク・ホゥエさんの青葉奨学会を支援することを前提として集めた基金で

すので、そのまま流用することはできません。そのため今回は、別途タオダン支援のため

の募金をし、これをやはリホウエさんを通じてタオダンに渡すことになりました。ホゥエ

さんもタオダンについてはよくご存じで、今年のテ ト (お正月)に恵まれない子供たちの

ために青葉奨学会がホーチミン市で集めた募金による支援対象にはタオダンも含まれてい

て、この 1月 24日 には、統一公園で 150着の真新しい白いシャツと紺のズボンがタオ

ダンを通じて子供たちに贈られました。

皆様のご支援、ご協力が戴けますよう、また、皆様のまわりの方々にもお呼び掛け下さ

いますよう、お願い申し上げます。



タオダンの活動に触れて
加藤隆子 (ジ ヤーナリス ト)

1997年 8月 、私はタオダンのスタッフに同行し、ホーチミン市内のストリートチル

ドレンの取材を行いました。ストリー トチル ドレンとは、路上生活をしている、概して 18

歳未満の子供たちのことを指し、おおまかに以下の 3タイプに分けられます。

1) 全くの孤児で、家もなく自分一人で路上生活をしている者。

2) 家族全員で路上生活をしている者。

3) 家はあるものの、昼間は路上で生活し、夜だけ家へ帰る者。

このように背景は様々ですが、皆、生活のためにガムや宝くじ売り、靴磨き、物乞いな

どをして暮らしていす。しかしこういつた職業は、彼らが子供だからこそできる現金稼ざ

の手段であり、自立という点では、彼らは経済条件や戸籍の問題などで学校教育を受けて

いないため、将来について危惧されています。中には売春 (女の子の場合)を強いられた

り、悪い組織に使われて売上を搾取されたり、あるいは窃盗などの不法行為に利用されて

罪をかぶせられたりしてしまう子供もいます。タオダンのスタッフは、こういつた常に危

機にさらされているストリートテル ドレンのための保護活動を行つています。

「ホンダのバイクに跨がり路上の子供たちのために毎日ホーチミンの町中を東奔西走す

るひたむきな若者たち」。タオダンのスタッフやポランティアの人達を一言で表現するな

ら、このようなことでしよう。子供たちに何を強制するわけではないけれど、いつも気を

配り目をかけて必要な助けを施そうとする姿、そして彼らの熱意に応えるように絶大な信

頼をよせるストリートの子供たち。この双方間の人間関係はそれを知る人々の琴線に触れ

るものです。この関係は、毎日子供たちに接している彼らだからこそ造り上げることがで

きたものなのでしよう。

「常に子供たちに接している自分たちのやり方で活動をしていきたいので、この方針を

変更することを条件とする資金援助なら受けられません」という彼らの一念は、一人一人

の姿からよく伝わつてきます。行く場所のない子供たちが食事をし、寝泊まりし、勉強す

ることのできる家、子供たちに働くことを経験させるために開いた自分たちの雑貨店、事

務所、これらの運営をはじめ、街での日夜の見回り、そして学校での教育を受けられない

子供たちのための、ビルの明かりを利用しての路上の学習会、生活に追われている子供た

ちに「遊び」を提供する公園でのレクリエーション、道徳教育..。 彼らの仕事に終わり

はありません。皆、自分達の活動に生き甲斐を感じ、ひたむきに打ち込んでいます。また

彼らに同行して出会ったストリートの子供たちも、生活を維持するための厳しい顔の裏の

無邪気な子供らしい笑顔を私に見せてくれました。この子供たちの無垢な笑顔を支えてい

るのがタオダンのスタッフやボランティアの人たちなのでしよう。

しかし、このタオダンは現在、危機の渦中にあります。というのも、今までタオダンの

活動に対し、援助をしていたイギリスの団体 (Save The Children Fund/UK)よ りの資金

援助が 1997年 9月 いつぱいで打ち切りになってしまったのです。新たに活動資金源を



探さなければなりませんが、日処は全くたっていません。今のところ、彼らの活動に理解

を示してくれる人々からの寄付や、お店の売上などで何とかしのいでいますが、それにも

限界があります。しかし、活動を続けていきたいというスタッフやボランティアたちの意

思は固く、今までわずかながら給料をもらっていたスタッフもその額を半分近くにまで減

らしながらも頑張っています。タオダンの存在が無くなってしまうことは、ス トリー トチ

ル ドレンにとっての「砦」がなくなるというばかりではなく、自分たちの社会への貢献の

機会を求めている若者たちの活躍の場までも無くしてしまうことになります。タオダンの

ような本当に誠実で意欲的な団体、そしてそれを支えているすがすがしい若者たちの笑顔

を失つてしまうことは、極めて残念なことです。

社会の変化に抵抗もできず、自分のおかれた状況をただ黙って受けとめることしかでき

ない子供たち、そして自分たちの社会が抱えている問題を自分たちの力で少しでも解決し

ていこうという献身的な若者たち。彼 らの熱意が報われるよう心から願つてやみません。

短い期間でしたが、タオダンのスタッフやボランティアの人達の熱意に直接触れること

ができたことは、私自身にとって貴重な体験であり大きな財産となりました。ス トリー ト

テル ドレンの状況、そして彼らのために朝から晩まで奔走する若者の姿を言葉だけで伝え

ることは恐らくできないでしよう。しかし、彼らの笑顔が 1日 でも長く続 くよう、そして

この紙面を通じて一人でも多くの方々のご理解そしてご支援を得ることができるよう、切

に願つております。

《註》 加藤隆子さんの取材は、「週刊新潮」 97年 9月 4日 号に「ベ トナムの『埃』と

呼ばれるス トリー トチル ドレン」と題する 7ベージのグラビアで掲載されました。新潮社

の計可を得て、その一部を本通信に転載させて戴きました。また、土井敏邦さんの取材は

97年 12月 11日 午後 10時からのNHK教 育テレビETV特 集「傷つけられた少女た

ち―ベ トナム・ス トリー トチル ドレン物語―」として放映されましたが、その要所々々で

土井さんをこの取材の核心に導いたタオダンの青年たちの姿が紹介されています。このビ

デオをご覧になりたい方は、事務局にご連絡ください。

患S  源隠   い

タオダン支援募金のために、今までの「ペトナム子供基金」と別の口塵を用意しま

した。ご協力くださる方は下記宛にご送金ください。金額は自由とします。

口座名義はいずれも「ベトナム子供基金・タオダン支援J

郵便振替 :00170-5-18054
銀行振込 :富士銀行駒込支店 普通預金 1602525



タオダンの概要紹介 ベ トナム子供基金編集部

ス トリー トチル ドレン救援民間組織「タオダン」は 1992年 2月 、ホーチミン市内の

街路で生活している子供たちの保護と教育のために創設されました。代表は、旧サイゴン

政権時代に、自らもス トリー トチル ドレンとして、一時麻薬中毒患者となるなと、苛酷な

幼・ 少年期を過ごしたグエン・バン・ホンさん。更生施設で立ち直 り、青年期にクリスチ

ャンに改宗、以後かつての自分と同じような状況に陥っている子供たちの救済のために生

きることを決意して活動を開始しました。現在スタッフ 10人、ボランティア約 40人。

強い情熱を持って不幸な子供たちの救援に奔走するボランティアの大半は大学生や高校生

です。ホーチミン市心理教育協会コミュニケーション部の援護のもとで活動しています。

1996年 9月 1日 から97年 8月 31日 までに、タオダンに保護された子供はこ延べ

105名 、うち 8～ 19才の女子 13名は性的虐待の危険があつて保護されました。家族

の元に帰つた子供は 39名で、うち 9名が女子。他の施設に移つた子も 10名います。家

族の元へ帰れる条件が十分でないとか家族そのものがないケースで、 15名 の子供たちが

常時施設で生活しています。スタッフは子供たちの家族が住んでいる社会で、家族と共に

生活 し、成長できるように努力しています。ある子供たちは、家族の元での生活に適応で

きず、時々路上生活に戻つてしまいます。一般に、路上の子供たちは、彼らの手におえな

い問題にぶつかつたり、病気になったりした時に、助けを求めて、タオダンの元に身を寄

せて来るのです。ベトナムの「児童保護委員会 CPCC」 (CcIIllllittee for the Protection

and Care of Children)に よれば、ス トリートチルドレンと呼ばれる子供たちの数はホー

チミン市内だけで約 30,000人 、全国では200,000人 に上ると推測されています。

タオダンは、1995年 よりNGO「 セイプ・ザ・テルドレン基金/イ ギリス」 (Save

The Children Fund/UK)の 資金援助を受けて活動を続けてきましたが、基金側の事情で

97年 9月 までで援助は停止されています。主として次のような活動を行なっています。

1)路上救援活動

ホーチミン市内の公園や動物園、繁華街や市場などストリートチル ドレンが多く集まる

場所にスタッフやポランティアが赴き、路上で子供たちへの応急治療やカウンセリングな

どを行います。場合によっては、子供たちが小さな商売ができるように資金援助したり、

仕事を紹介したりします。また子供たちを公園や動物園などに集め,ダームや歌など、彼

らに欠けているレクリエーションのための集会を定期的にはしています。これは子供たち

が子供らしい情操を保つために大切なことです。

2)子供を家族のもとに帰す

子供たちに家族があれば、できるだけ家族のもとに帰していくことを、タオダンは原則

としています。子供たちの家族と手紙や電話などで連絡をとったり、直接家族を訪間し、

子供たちが家庭に帰れる環境作りをしています。必要ならば、子供たちをホーチミン市か

ら遠く離れた地方の家族のもとへも送り届け、子供たちの事情を家族に説明し、カウンセ

リングを行うこともあります。また子供たちが家を出る大きな原因の 1つである家族の経



済破綻を救済するために金銭的な援助をすることもあります。

3)保護施設の運営

路上で保護を求める子供たちのために、民家を借りて、食事と宿泊場所そして学習の機

会を提供しています。 97年 3月 現在で 16歳以下の子供たち 15人が暮らし、子供たち

はここをベースにして、靴磨きや宝くじ売りなどの仕事に行きます。

4)基礎教育

タオダンの施設に保護された子供たちに教室を開き、読み書きや算数などの基礎学力を

っけさせています。また、路上で暮らす子供たちの所にスタッフやボランティアたちが赴

き、 “路上教室"を開いています。

5)職業Hll練

ストリートチルドレンや貧しい家庭の少年たちにバイクの修理、扇風機など家電製品の

修理、像の鋳造等の技術を教えています。ここで技術を身につけ、市内の修理店などへの

就職の機会を掴みます。

6)年間予算 (タ オダン “安全の家活動プロジェクト 1997/9/1～ 1998/8/31"よ り)

1. 舅鷲振霊:                           900,000ド ン/月 X12ヵ月            10,800,000ド ン

2.電気水道代 :          250,000ドン/月 X12ヵ月      3,000,000ド ン

3.子供たちへの食事代 :      6,000トン/大 X15大 /日 X365日     32,850,000ド ン

4.燃料代 :            3,600ド ン/リッターX50リッター/月 X12ヵ月 2,160,000ド シ

5.子供たちへの衣服・サンダル代 : 100,000ド ン/大/年 X15大      1,500,000ト シ

6.学習用具代 :          10,000ト ンX15大 X12ヵ月      1,800,000ド ン

7。 エンターテインメント活動費(ピクニック、映画観賞、本、新聞、他):1,500,000ド ン

8。 医療費 :                           2,000,000ド ン

9。 家庭訪聞および子供の家庭への復帰関係経費 :          3,000,000ド ン

10。 職業訂1練経費および修了後の道具購入費 :500,000ト ン/大 X5大     2,500,000ド ン

11.子供たちとその家族への資金援助 :               3,000,000ド ン

12.その他の経費 (ト イレットベーパー、石鹸、他):35,000ト ン/月 X12"月   420,000トン

(家や道具類の修理費): 1,500,000ト ン/年

13.維持費 (文房具、フィルム、電話、その他):
14.教 育スタッフヘの給与 :     2大 X750,000ド ン/月 X13ヵ月

1,500,000ドシ

7,000,000トン

19,500,000トシ

計 92,530,000トン

1998年 1月 6日 現在の対米 ドル通貨レート、 1米ドル=13,500トンに従えば、計 6,854XWで

す。但しベトナム政府の決めた公定レートは 1米ドル=12,290ドンなので、実際は 7,528米トル

が必要で、1月 8日 現在の対米 ドル日本円のレート 1米トルー131円 に従えば、986,168円 、つま

りタオダンの 1年間の予算は、日本円にして約1,000,000円 ということになります。



ミンハイ省小学校の開校式に出席して

開校式は97年 7月 17日。前日早朝 6時にホーチミンを出発し、ホウエ先生と私は、

『 トイチェー』新聞社 (ベ トナム共産党青年団の機関誌、『若い世代』の意)の記者らと

ミンハイに向かいました。途中フェリーに2度乗り、午後 3時頃にウーミン郡のカーマウ

市に到着。翌朝スピードボートで約 1時間。初め川沿いには隙間なく家屋が林立し、水上

市場では行き交う舟でごつた返していましたが、そのうち大きな川にでたかと思うと、ひ

たすら同じ景色の中を走り続けます。川岸には所々に魚を取る落とし綱が組まれていまし

た。川の交差点を何度か曲がると、だんだん川の道が細くなり、途中くぐる橋は細い竹で

組まれた綱渡りのような橋。低い橋に頭をぶつけそうになりながらゆつくり進むと、遠く

に、式典やお祭りのときに飾られる黄色や水色、ピンクなど色とりどりの旗が見えてきま

した。生徒たちが既に校庭で学年順に並んで待つています。校舎は教室(6X8m)3部屋、職

員室 (4X6m)1部 屋、離れたところに丼戸とトイレがあります。机と椅子は地元教育局から

贈られた 1組 5人 くらい座れる細長い木製。その椅子に参加者たちが座つて式典が始まり

ました。ホウエ先生を初め部長ら関係者のスピーチ、生徒から花東贈呈、テープカット、

子供基金の名前と設立日の入つた石のプレートの除幕が行なわれました。

生徒たちは私が向けるビデオカメラに照れまくって、しまいには参加者から叱られてい

ました。式典後、私を鬼にして追いかけつこ。突い声が教室内に響きました。この開校式

の様子は7月 24日 付 トイチェー新聞に紹介されました。新学期の9月 より6ク ラス、教

員 6名、生徒数 179名で授業が始まっています。総経費約15,000米 ドルのうち、子供基

金が11,800米 ドルを負担し、残りを地元教育局が捻出しました。

通信 6号でお伝えした 11月 2日 の台風 5号によつて、新築の校舎の屋根の一部が吹き

飛ばされましたが、問もなく修復されました。人的被害の多くは出漁中の漁民だというこ

とで、奨学生の被害は伝えられていません。尚、当日の式典の様子については、ビデオテ

ープが東京事務局にありますのでご利用ください。

丸山明美 (ベ トナム子供基金/在ホーチミン)

「ペ トナム子供基金」会員募集中

里親基金

年額1日  20,000円

特定の「里子」に奨学金を支給する「里親」になって戴きます。ベトナム青

葉難紳軒供稼抑晟歴郡属き、報と韓いりとり旋と討

会貴納入は次の所にお願いします。日慶名義はいずれ

も『 トヽナA子供基金」です。

郵便振替 00140-1-70399

銀行撮込 富士銀行日込支店 普通預金

1495745

一般基金

年額1日  12,000円

お一人お一人部子供たち全体の「里親」という関係を想定してください。

子供基金通信によつて、会の運営報告、子供0様子等をお伝えします。

賛助基金 一般基うに準します。全傾、日教等、一切自由です。

* タオダン支援の日座については3ページをご覧ください。



ミンハイ省ウーミン郡にあつた小学校旧校舎と教室内の様子

完成した新校舎と壁に埋め込まれたプレー ト「1997年 7月 15日 、学校はベ トナム子供基金の

援助および トィチェー新聞、ミンハイ新聞、青葉奨学会の協力によって建てられた」とある。

新校舎の廊下でホゥエ先生と談笑する生徒たち



1.

事務局から

通信 6号でお知らせ致しましたが、今年から子供たちへの奨学金支給期間は 1月 から

12月 までに統一されました。昨年の9月 から12月 にかけて、ベトナムの青葉奨学

会で受給申請と審査が行なわれました。その結果、新たに北部で 102名、南部で2

名への支給が決まりました。また、 12名の支給中止がありました。

その内訳は、①留学するため :4名 ②卒業するため :2名 ③家庭の事情で退学す

るため :2名 ④成績不良のため :4名 です。

ベトナムからの年賀状を転送致しましたが、手違いで料金不足でお送りしたものがあ

りました。大変申し訳ありませんでした。

第 6号で言及した中央奨学会からの承認はまだ出ていません。しかしホゥエ先生は先

日北部ナムディン市での授与式に出席してきました。いずれビデオが送られて来るこ

とになっています。

ロンアン省ベンルック県で奨学金を辞退させられた19人の子供たちの件は残念なが

ら進展していません。ただナムディンの授与式やハノイでも奨学金の支給が始まるこ

とを考えれば、如何にも理不尽です。早く子供たちの笑顔を見たいものです。

南部より経済条件が厳しいと言われる北部での支給開始に伴い、奨学生の数が増えて

いますが、会員の数はのぴなやみの状況です。お知 り合いの方にこの基金をご紹介く

ださい。ご連絡戴ければ、ご案内や通信を必要部数だけお送 り致 します。

会計報告が遅れています。誠に申し訳ありません。次号では会計報告を中心にお送り

致します。

2.

3.

4,

5.

6.

年  月  日

ふりがな

お名前 : (べ占蓋含
子
替素套旨) 事務局記入欄

一Ｔ ど入金確認

領収譲発行

通信発送日

その他

ご住所 :

ご送付金額 : ご入金方法 :

□郵便振替 □銀行振込 □現金番目

ネ タオダン支援の回座については3ページをご覧ください。
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